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■
異
動

　

本
会
で
は
、
４
月
１
日
付
で
下
記
の

と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
新

規
採
用
者
も
加
わ
り
、
常
勤
役
職
員
総

勢
47
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
入
職

　

左
記
の
者
が
入
職
し
ま
し
た
。

■
退
職

　

も
の
づ
く
り
補
助
金
担
当

・
中
里
定
行

金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

４
月
17
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

編
集

後
記

◆
つ
い
最
近
、
新
年
を
迎
え
た
と
思
っ
て

い
た
ら
、
今
度
は
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。時
の
流
れ
が
速
い
と
感
じ
る
こ
と
は
、

変
化
が
激
し
い
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
３
月
決
算
・
５
月
総
会
が
大
部
分
の
本

会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
最

も
多
忙
な
時
期
か
と
推
察
致
し
ま
す
。
是

非
と
も
、
本
誌
で
特
集
し
ま
し
た
「
決
算

事
務
手
続
き
の
流
れ
と
留
意
点
」
を
一
読

し
て
か
ら
事
務
手
続
き
に
臨
ん
で
頂
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

本
会
担
当
・
副
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
今
月
よ
り
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

と
「
改
正
入
管
法
」
の
２
つ
の
労
働
関
係

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
前
者
は
人
材
確

保
・
定
着
対
策
、
後
者
は
人
手
不
足
対
策

で
す
。
２
つ
の
法
律
と
も
に
我
が
国
の
歴

史
的
政
策
の
転
換
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本

誌
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
是
非
と
も
お

目
を
通
し
て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

◆
県
内
に
は
約
５
７
，
０
０
０
人
弱
（
昨

年
末
時
点
）
の
外
国
人
が
住
ん
で
お
り
、

年
々
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

訪
日
外
国
人
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
の
来

県
も
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
国
際
化

が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

国
際
共
生
の
時
代
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

４
月
よ
り
群
馬
県
の
組
織
内
に
「
外
国
人

活
躍
推
進
課
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も
時

代
の
流
れ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
の

10
連
休
の
過
ご
し
方
を
色
々
考
え
、
楽
し

み
な
が
ら
、
新
年
度
に
臨
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
Ｈ
・
Ｋ
）
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